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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 6,396 0.9 △162 ― △174 ― △136 ―

2022年３月期第３四半期 6,340 △17.9 △326 ― △349 ― △312 ―
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 △124百万円( ―％) 2022年３月期第３四半期 △313百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △30.96 ―

2022年３月期第３四半期 △71.07 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 13,268 3,641 27.4

2022年３月期 14,048 3,818 27.2
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 3,641百万円 2022年３月期 3,818百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

2023年３月期 ― 0.00 ―

2023年３月期(予想) 12.00 12.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,240 23.5 390 58.3 370 71.5 230 109.2 52.29
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注） 詳細は、添付資料Ｐ.６「２.四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 4,525,000株 2022年３月期 4,525,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 126,396株 2022年３月期 126,396株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 4,398,604株 2022年３月期３Ｑ 4,398,604株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後
様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの下で緩やかに持ち直しの動きが見られるも

のの、物価の高騰や部材調達の遅れ、為替市場の大幅な変動に加え、中国において感染が拡大するなど、依然と

して不透明な状況が続きました。

この様な経済環境のもと、当連結グループは、交通システム機器、メカトロ機器、特機システム機器の各部門

において営業活動を展開してまいりました。その結果、売上高につきましては、メカトロ機器において海外向け

の売上が減少しましたが、交通システム機器において自動券売機等の出改札機器が堅調に推移していること、ま

た、特機システム機器において防災計測システムの売上が増加したこと等により、売上高は63億９千６百万円

（前年同期比0.9％増）となりました。

損益面につきましては、主に原価率の低い交通システム機器改造案件の前倒しや、経費の圧縮に努めたことな

どにより、営業損失１億６千２百万円（前年同期は３億２千６百万円の損失）、経常損失１億７千４百万円（同

３億４千９百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失１億３千６百万円（同３億１千２百万円の損

失）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

(総資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は132億６千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億７千９

百万円減少いたしました。これは、主に現金及び預金の減少11億６千９百万円等によるものです。

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債は96億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億２百万円

減少いたしました。これは、主に短期借入金の減少４億７千５百万円、長期借入金の減少１億９千５百万円等によ

るものです。

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は36億４千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億７千７

百万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金の減少１億８千８百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する定性的情報

通期予想につきましては2022年５月13日の決算短信で発表しました業績予想からの変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,143,180 1,973,301

受取手形、売掛金及び契約資産 4,217,590 3,428,204

商品及び製品 400,416 788,155

仕掛品 641,062 1,259,682

原材料及び貯蔵品 983,147 1,215,824

その他 176,663 245,282

流動資産合計 9,562,060 8,910,451

固定資産

有形固定資産 2,805,759 2,573,052

無形固定資産 57,149 72,628

投資その他の資産 1,623,805 1,712,731

固定資産合計 4,486,714 4,358,412

資産合計 14,048,775 13,268,863

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,609,217 2,150,081

短期借入金 4,420,000 3,945,000

未払法人税等 80,170 16,898

賞与引当金 224,241 114,521

その他 791,067 673,480

流動負債合計 7,124,697 6,899,981

固定負債

長期借入金 195,000 ―

退職給付に係る負債 2,247,138 2,229,857

長期未払金 63,587 60,972

資産除去債務 47,366 46,827

その他 552,700 389,963

固定負債合計 3,105,793 2,727,620

負債合計 10,230,490 9,627,602

純資産の部

株主資本

資本金 700,700 700,700

資本剰余金 722,424 722,424

利益剰余金 2,254,907 2,065,961

自己株式 △96,922 △96,922

株主資本合計 3,581,109 3,392,163

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 139,945 174,663

退職給付に係る調整累計額 97,230 74,434

その他の包括利益累計額合計 237,175 249,097

純資産合計 3,818,284 3,641,261

負債純資産合計 14,048,775 13,268,863
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 6,340,965 6,396,743

売上原価 4,827,452 4,750,552

売上総利益 1,513,512 1,646,190

販売費及び一般管理費 1,840,060 1,808,812

営業損失（△） △326,547 △162,621

営業外収益

受取利息 181 171

受取配当金 8,164 11,980

不動産賃貸料 6,150 10,150

助成金収入 5,763 1,500

為替差益 99 5,948

その他 4,224 5,770

営業外収益合計 24,583 35,521

営業外費用

支払利息 36,192 33,053

不動産賃貸費用 10,797 13,148

その他 51 1,020

営業外費用合計 47,040 47,222

経常損失（△） △349,005 △174,322

特別損失

投資有価証券評価損 5,311 ―

固定資産除却損 2,450 305

特別損失合計 7,761 305

税金等調整前四半期純損失（△） △356,767 △174,628

法人税、住民税及び事業税 3,328 18,710

法人税等調整額 △47,496 △57,175

法人税等合計 △44,167 △38,465

四半期純損失（△） △312,599 △136,162

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △312,599 △136,162
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純損失（△） △312,599 △136,162

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,626 34,718

退職給付に係る調整額 △17,292 △22,795

その他の包括利益合計 △666 11,922

四半期包括利益 △313,265 △124,240

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △313,265 △124,240
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

① 固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積もりを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づ

く年間償却予定額を期間按分して算定しております。

② 原価差異の繰延処理

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当

該原価差異を流動資産(その他)として繰り延べております。

　


